
「 記念すべき９０周年 」

校長 宮崎 芳之

◇式典

１１月８日、ブリックホールにて本校創立９０周年記念式典を催しました。多くのご来賓、保護

者、卒業生そして地域の皆様にご出席いただき、参加者総数が１５００名を超える程の成功裏に終

えることができました。これも皆様方のご支援のお陰であると心から感謝申しあげます。

多くの方々から、素晴らしい式典であったとお褒めの言葉をいただきました。成功の原因は、生

徒諸君がおもてなしの心でお客様をお迎えしてくれたこと、そして前向きに９０年の重みを感じ、

当事者意識を持って参加してくれたことにあると思っています。特に校歌の全員斉唱はお客様に感

動を与えたようです。「これほど大きな声で校歌を歌う高校生の姿を見るのは久しぶりだ」「校歌

を歌う姿勢を見れば、その学校が分かります」などのお言葉をいただきました。

生徒諸君は、本校の歴史に触れるなかで、先輩方の築かれた数々の業績と伝統に想いを馳せ、思

いを込めて歌ったに違いありません。桜ヶ岡に学ぶ一人ひとりが将来を展望し、決意を新たにする

ことは極めて意義深いことだと思っています。

ところで、今回、この９０周年に大きな花を添えてくれたのが、

男子陸上競技部の諸君です。式典の３日前に行われた県高校駅伝

大会において２８年ぶり、悲願の優勝を成し遂げたのです。最終

７区で見せてくれたあのデッドヒートは、最後まで諦めず、全力

を出しきることの大切さを改めて教えてくれました。私はそこに、

瓊浦魂を見たように思います。

また、昨年、本校に文部科学省科学技術・学術政策局長賞をも

たらした髙崎祐実さんのパテントコンテスト入賞作品に、特許の

認定がおりたという、嬉しい知らせが式典前日に届きました。こ

れもまた喜ばしい限りであり、瓊浦の誇りであります。

さらに、式典後に行われた県下新人戦では、ハンドボール部が

男女アベック優勝という快挙を成し遂げてくれました。女子は創部２年目にしての快挙です。また、

男子卓球、男子バドミントンも高総体に引き続きの優勝を果たしました。
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文化部では、全国大会常連の写真部、美術部を始め、将棋部女子も全国大会出場の切符を手にしま
した。また、今月２２日に行われた総合文化祭では演劇部が最優秀賞に輝き九州大会に出場、吹奏楽

部、エイサー同好会、和太鼓サークルも銀賞を獲得するなど、とどまることを知らない瓊浦といって

も過言ではありません。先日は地域の方から、「瓊浦高校は地域の自慢の学校です」とありがたいお

言葉をいただきました。

このような地域の皆様から寄せられる期待に応えるためにも、生徒諸君は、歴史と伝統に輝く瓊浦

高校に在籍する喜びと誇りを胸に、学業や部活動に励んでほしいと思います。

◇記念歌碑の除幕式

１１月２０日(金)に、瓊浦学園同窓会すみれ部会の皆様をお迎えして、創立９０周年記念歌碑の除
幕式を開催いたしました。

奇しくも、翌日が本校創始者中村安太郎先生の御生誕１５０年にあたるということで、安太郎先生

との深い縁（えにし）を感じているところです。

さて、この記念歌碑には二つの歌が刻まれています。

一つは、明治天皇・皇后 昭憲皇太后の御歌

「金剛石も磨かずば 珠の光は添はざらむ

人も学びて後にこそ 誠の徳はあらわるれ」
もう一つは、大正天皇・皇后 貞明皇后の御歌

「うつふして 匂う春野の 花すみれ 人の心にうつしてがな」

中村安太郎先生が最も敬愛されたこれらの歌には、創立時から今日まで継承されている先生の教育

者としての信念が込められています。

特に、先生は日頃から歌の中にあります「誠」の字を用いて、「至誠」という言葉を大切にしてお

られ、「教育の理念は至誠であり、婦人の品性の基本も至誠である」として、人格の陶冶に重きをお

いておられました。この精神は、現在の校訓の中に「誠実」として継承されています。

私たちはこの９０周年の節目に、改めて先生の精神に触れ、誓いの印としてこの歌碑を建立するこ
とで、伝統の重みを一人ひとりがしっかりと受け止め、諸先輩方が綿々と築きあげてこられたものを
受け継ぎ、未来へと繋いでいきたいと思っています。

また、今年は、原爆殉難から、７０年目に当たります。そこで、同窓

会とも相談し、７０回記念碑を建立することにいたしました。碑文には、

瓊浦高女時代勤務され、作詞者でもある瀬戸口チエ先生の慰霊碑の歌から

引用し「真をとめらよ。やすらかに」といたしました。

さらに今回、生徒会のアイデアで、鋼板製の折り鶴を作成しました。こ

れは、本校機械科の技術を結集して、腕によりをかけた作品です。

これからは、この折り鶴の脚部に本校生徒・職員が折った千羽鶴をお供
えし、原子爆弾の犠牲になられた皆様の御霊を弔うと共に、平和を希求す
るシンボルとして大切にしていきたいと思います。

終わりになりましたが、この９０周年における、様々な記念事業に対して、保護者の皆様にはひと

かたならぬご援助を賜り、心から感謝申しあげます。本当にありがとうございました。

私ども、教職員一同は、この９０周年を契機として、さらに使命と責任を自覚し、未来を担う生徒

諸君とともに、瓊浦高校の発展に努力する所存でございます。

これからも瓊浦高校への更なるご支援を賜りますようお願い申し上げます。



平成27年度瓊浦祭が、10月30日～31日に開催されました。今年度のテー

マは、「ｋｉｓｅｋｉ」。1年生は劇「グッバイ･マイ・・・」、2年生は

展示、3年生は模擬店と、それぞれこの日のために準備を重ね、努力の成

果を披露しました。エイサー同好会・演劇部・吹奏楽部・和太鼓サークル・

茶道部といった文化部の各部活動も、ステージや展示等で日頃の活動成果

を発表しました。

保護者の皆様をはじめたくさんの方々に来場いただき、たいへん充実し

た二日間となりました。

〈２年生展示部門〉

第一位 機械科Ｄ組

第二位 龍馬コース
機械科Ａ組

男子ダブルス

中ノ瀬 聡汰（機２Ｄ）・田中 侑人（龍普２Ａ） 優勝

池松 潤一郎（龍機２Ａ）・李 明达（龍普２Ｂ） 第２位

男子シングルス 李 佳睿（龍普２Ｂ） 優勝

中ノ瀬 聡汰（機２Ｄ） 第２位

田中 侑人（龍普２Ａ） 第３位

女子シングルス 田添 莉奈（龍普２Ａ） 第３位

● 空手道部

・平成２７年度長崎県高等学校新人体育大会 空手道競技

男子総合 第３位

男子団体組手の部 第３位

男子団体形の部 第３位

個人組手の部 山口 将吾（龍普２Ａ） 優勝

個人組手の部 富永 大樹（龍普２Ｂ） 第３位

・平成２７年度全九州高等学校空手道新人大会

個人組手の部 山口 将吾（龍普２Ａ） 第３位

● 美術部

・熊日美術公募展くまもと「描く力」チャレンジ部門

三浦 太一（情３Ａ） 特選３席

・長崎県美術展覧会

三浦 太一（情３Ａ） 入選

● 演劇部

・平成２７年度長崎県高等学校総合文化祭県南支部大会 優秀賞

・平成２７年度長崎県高等学校総合文化祭演劇部門県大会 最優秀賞

● 将棋部

・平成２７年度長崎県高等学校文化連盟将棋新人大会

女子団体 優勝

男子個人 森下 紘隆（情２Ａ） 第３位

女子個人 錦織 晴朝（龍普１Ｂ） 第３位

東尾 愛佳（龍普１Ｂ） 第３位

〈 歌自慢 〉

優勝

神宮 寿朗（龍普３A）

３日(木) 人権教育
８日(火) 進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（1年）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(情ﾋﾞ～12/11)
１１日(金) 第11回長崎県高等学校

総合文化祭
パソコン検定（機械科）

１８日(金) 終業式

１９日(土) 県下一斉実力(1･2年)

２１日(月) 冬季補習(～12/25）

第３学期始業式は

１月８日(金)です

● 陸上競技部

・平成２７年度 第６７回長崎県高等学校総合体育大会 駅伝競走大会

男子 優勝

● バドミントン部
・平成２７年度長崎地区高等学校新人体育大会 バドミントン競技

男子団体戦 優勝
男子ダブルス

村本 竜馬（普１Ｄ）・辻 凌也（龍普１Ｂ） 優勝

原口 翔多（龍普２Ａ）・長野 恭大（龍普２Ａ） 第２位

松林 雄太（龍機２Ａ）・芦塚 貴一郎（龍機２Ａ） 第３位

貞方 佑介（龍普１Ｂ）・鶴田 世那（機１Ｂ） 第４位

男子シングルス 原口 翔多（龍普２Ａ） 優勝

村本 竜馬（普１Ｄ） 第２位

辻 凌也（龍普１Ｂ） 第３位

松林 雄太（龍機２Ａ） 第４位

・平成２７年度長崎県高等学校新人体育大会 バドミントン競技

男子団体戦 優勝

男子ダブルス

村本 竜馬（普１Ｄ）・辻 凌也（龍普１Ｂ） 優勝

原口 翔多（龍普２Ａ）・長野 恭大（龍普２Ａ） 第２位

男子シングルス 原口 翔多（龍普２Ａ） 優勝

村本 竜馬（普１Ｄ） 第２位

辻 凌也（龍普１Ｂ） 第３位

松林 雄太（龍機２Ａ） 第４位

● ハンドボール部

・平成２７年度長崎地区高等学校新人体育大会 ハンドボール競技

男子の部 優勝 女子の部 優勝

・平成２７年度長崎県高等学校新人体育大会 ハンドボール競技

男子の部 優勝 女子の部 優勝

● バレーボール部

・平成２７年度長崎地区高等学校新人体育大会 バレーボール競技

男子 準優勝

● 卓球

・平成２７年度長崎県高等学校新人体育大会 卓球競技

男子学校対抗 優勝 女子学校対抗 第３位


